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17 アジ研ワールド・トレンド No.256（2017. 2）
立場が中道であることを印象付けていたのであった（参考文献①） 。これは、その一〇日前になされたバラク・オバマ米大統領によるカイロでの演説を受けてのものであった。オバマは、大統領就任直後から中東和平プロセスの進展を優先課題として取り組んでおり、当時のネタニヤフにパレスチナ人との和平交渉を促進させるよう圧力をかけていた。この めネタニヤフは、オバマとの関係に配慮し、前記のような発言を行ったのであった。ただしネタニヤフは、パレスチナ独立国家の樹立を受け入れるうえで、パレスチナ人に条件を突き付けた。その筆頭がイスラエルをユダヤ人国家として認めることであった。　
パレスチナ独立国家の樹立に対





右する要因としても重要だと思われるのがイスラエル社会の強硬化という側面である。イスラエル国民のなかでもリクードの支持基盤となってきたユダヤ系市民は、ガザ地区を拠点とするハマ スなどによるロケット攻撃へ 脅威を高め、その対策とし 政府によ 強硬な姿勢を求めるようになっている。彼らは、パレスチナ人 の紛争を解決するために実施された和平交渉が進展を見せず、むしろパレスチナ人による暴力が増大する一方であると認識している。そのため彼らは、紛争の解決策としてパレスチナ独立国家 樹立されことに強い不信感を抱くとともに国内のアラブ系市民をも敵視するようになっている。　
ネタニヤフは、イスラエル社会
の右傾化とも捉えられ これらの動きに敏感に呼応することで、自身への支持を高めてきた。二〇四年七～八月のイスラエル軍 よるガザ攻撃 みならず、二〇一四
年一一月にクネセトへの上程が閣議決定された「国民国家法案」もそのひとつである（参考文献②） 。リクードに所属する議員によって提出された同法案は、イスラエルを「ユダヤ民族のための単一民族国家」と定める みならず ユダヤ宗教法を法源とすると もにイスラエル国籍を有 アラブ系市民の集団としての権利が認められないとしている。イスラエル社会の右傾化は、和平プロセスの閉塞状況を背景に、ユダヤ系市民とアラブ系市民との亀裂を伴い、それが政治的に利用されることで益々深まっている。　
この傾向は今後も続き、政治の
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